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National Decarbonization 
Target and Background

国家脱炭素目標とその背景
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インドネシア政府の温室効果ガス（GHG）排出削減への取組

No Sector
GHG 
Emission on 
2010 (Million 
Ton CO2e)

GHG Emission on 
2030 (Million Ton
CO2e)

Reduction

(Million Ton
CO2e)

BaU CM1 CM2 CM1 CM2

1. Energy 453.2 1,669 1,311 1,223 358 446

2. Waste 88 296 256 253 40 45.3

3. IPPU 36 70 63 61 7 9

4.
Agricul
ture

111 120 110 108 10 12

5. FOLU 647 714 217 -15 500 729

TOTAL 1,334 2,869 1,953 1,632 915 1,240

Ket: CM: Counter Measure; CM1: self effort; CM2: international
assistance; IPPU: industrial processes and production use

Enhanced NDC 2030

The industrial sector contributes to greenhouse gas (GHG) 
emissions from energy, IPPU (Industrial Processes and 
Product Use), and waste sources.

Net Zero Emission 2060 | Million Ton CO2e
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NZEは、再生可能エネルギー（EBT）による供給の最適化と、省エ
ネルギー対策の実施による需要の最小化により、BaU比で93％の
削減となる

BaU

G20首脳は、各国の技術や事情を
踏まえつつ、今世紀半ば頃まで
に世界全体でネット・ゼロ排出
（NZE）、或いはCNを達成するこ
とにコミットしている。

また、SDG7の目標達成およびエ
ネルギーアクセスの格差を解消
し、エネルギー不平等をなくす
ことにもコミットしている。

バリ・コンパクトおよびバリ・
ロードマップは、エネルギー市
場における安定性、透明性、そ
して手頃な価格の確保を実現す
るための指針として位置づけら
れている。
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ゴールデン・インドネシア・ビジョン2045の5つの主要目標
国家長期開発計画（RPJPN）2025‒204

Sumber: UU 59/2024 tentang RPJPN 2025-2045
4

1. 先進国並みの一人当たり所得

2. 貧困の削減および格差の縮小

3. 国際社会におけるリーダーシップ
と影響力の向上

4. 人的資源の競争力向上

5. ネット・ゼロ・エミッションに向
けた温室効果ガス（GHG）排出原単
位の低減

Indonesia Vision 
2045

団結し、主権を持ち、先進的で持続可能なインドネシア共和国

1. 一人当たり国民総所得 (USD): 
30,300

2. 海運業のGDPへの寄与度 (%): 15.0
3. 製造業GDPの寄与度 (%): 28.0

1. 貧困率 (%): 0.5–0.8

2. ジニ係数 (index): 0.290–0.320

3. 東部インドネシアのGDPへの

寄与率 (%): 28.5
グローバルパワー指数 (ranking): 
top 15

人的資本指数 (index): 0.73

1. GHG排出原単位削減率 (%): 93,5
2. 環境品質指数: 83,00

環境的に持続可能な開発



背景

なぜ脱炭素化を推進する必要があるのか?

グリーン製
品への

消費者の需
要

グリーン
ファイナ
ンスの
成長

政府の
政策推進

グローバル
貿易

メカニズム
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グリーン製品への消費者の需要
世界市場はますます選別的になっており、消費者はカーボン情報の透明
性が高く、明確な持続可能性の価値を示す環境配慮型製品を選好する傾

向を強めている。

グリーンファイナンスの成長
また、国内外の金融機関は、環境・社会・ガバナンス（ESG）基準を満

たすプロジェクトをますます重視しており、イノベーションに取り組む
用意のある産業プレイヤーにとって新たな機会が生まれている。

政府の政策推進
政府は、産業脱炭素化ロードマップ、財政的インセンティブ、投資促進、資

源効率に関する規制を通じて、産業の変革を後押ししている。

グローバル貿易メカニズム
さらに、欧州連合（EU）の炭素国境調整メカニズム（CBAM）に代表されるよ
うに、輸入製品に対する炭素規制措置も導入されつつある。CBAMでは炭素

フットプリントの大きい製品に追加的な課金が課されるため、インドネシア
の産業は競争力を維持するために、低排出基準への対応を進める必要があ

る。
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産業脱炭素化ロードマップ

産業向けカーボンプライシングメカニズム

排出削減政策

循環経済の実施

二酸化炭素回収・利用

グリーン産業基準

セメント 肥料 金属

パルプ・製紙 繊維 化学

セラミッ
ク・ガラス

食品・飲
料

運輸

優先度が高い

9つのサブセクター 

Sumber: Pusat Industri Hijau (PIH)

産業部門の脱炭素化戦略
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インドネシアセメント産業の現状

Source: Indonesia Cement Asociation (ASI), 2025

インドネシアセメント協会は16の会員、23の統合プラン
ト、50の生産ラインで構成されている

Historical data of Cement Production (2021-2024)

Based on the historical data, cement plant utilizatioans are 

only between 55.7-59.6%. 
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2050年におけるセメント産業の予測需要と温室効果ガス排出量
（成り行きシナリオ）
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注記：
本予測は高い経済成長シナリオに基づくもの
であり、このシナリオでは実際のセメント需
要の年平均成長率は年3％と見込まれている。
その結果、需要は2023年の6,690万トンから
2050年には1億2,000万トンへと拡大すると想
定されている。
この予測結果に基づくと、セメント産業の生
産量は2050年までに約1.8倍に増加する。これ

に伴い、排出量は2023年の5,660万tCO₂eから
2050年には1億158万tCO₂eへと増加する見込み
である。



Industri Hijau

KEBIJAKAN
 IN

D
U

STRI H
IJAU

15 D
ecem

ber 2025

10

セメント産業の温室効果ガス排出プロファイル
Composition of Cement Industry 

Emission based on the production chain 

activity (2023)

Total Emission: 56.6 million tCO2e 
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に由来

Proportion of Emission from IPPU and Energy
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Note:

a. IPPU from the chemical reaction in calcination process.

b. Direct energy, from fuel combustion in calcination process

c. Indirect energy, from the electric grid from third party
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Source: Indonesia Cement Asociation, 2025

インドネシアセメント産業の脱炭素化における2024年の主要
な進捗状況
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産業脱炭素化戦略
本ロードマップの策定にあたっては、排出のオフセットよりも排出削減対策を優先し、以下の5つの脱炭素戦略を適用している。

低炭素電力化および電化

再生可能エネルギー由来
の電力への移行を進め

る。

• 自家発電から系統電力
への転換

• NZEロードマップに
沿った系統電力の導入

• 廃熱回収による発電
• 太陽光発電（PV）

燃料および原材料の代替

主要なエネルギー源および
原材料を、低炭素な代替資

源へと置き換える。

• クリンカーファクター
の低減

• キルンにおけるバイオ
マス燃料混合率の拡大

• キルンにおける代替化
石燃料の混合率拡大

エネルギーおよび資源効
率

最適なアウトプットを実
現するため、付加価値を
最大化しつつ、エネル
ギーおよび資源の消費量

を削減する。

• キルンのエネル
ギー効率向上

• 電力効率の向上

プロセスの高度化（プロセ
ス改良）

低炭素な代替技術や生産方
法を導入し、技術および製
造プロセスの近代化を図

る。

• クリンカー輸出ク
オータの設定

• クリンカー比率の低
減

二酸化炭素回収・利用・貯留
（CCU/S）

生産プロセスでの再利用や長期的
な貯留を目的として、大気中の二
酸化炭素を回収する。

CCU/Sの導入および再植林

Industrial Decarbonization Pillars

排出削減対策（アベートメント） 相殺・オフセット



KEBIJAKAN
 IN

D
U

STRI H
IJAU

15 D
ecem

ber 2025

Indonesia Industrial 
Emission Trading System Development

インドネシア産業排出量取引制度の開発



産業排出量取引制度の実施段階

15

Fase 0

(2027)

準備および
パイロット実施

Fase 1

(2028– 2029)

製造業
4つの重点サブセクター

Fase 2

(2030-2032)

製造業9つの重点サブセ
クターへの展開

Fase 3

(2033 – onwards)

工業団地、その他の製造
業サブセクターおよび
サービス産業への展開

セメント ✓ ✓ ✓

金属 ✓ ✓ ✓

肥料 ✓ ✓ ✓

パルプ・製紙 ✓ ✓ ✓

化学 ✓ ✓

繊維 ✓ ✓

セラミック・ガラス ✓ ✓

運輸 ✓ ✓

食品・飲料 ✓ ✓

その他製造業 ✓

サービス業 ✓

工業団地 ✓



産業排出量取引制度（ETS）のデザイン案*
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2. 参加

3. 上限設定

1. スコープ（対象範囲）

対象とする温室効果ガス（GHG）：CO₂、CH₄、N₂O から開始
対象範囲（スコープ）：エネルギー、IPPU、廃棄物＊（スコープ1および2＊）
境界（バウンダリー）：施設レベル

フェーズ：準備およびパイロット段階から開始し、その後、初期実施（フェーズ1）へ移行し、さ
らに追加の産業セクターへ拡大する段階を順次実施する。
フェーズ1の対象産業セクター：セメント、鉄鋼、肥料、パルプ・紙
対象閾値：年間排出量が2万5,000 tCO₂e以上の施設＊
　（アウトプットベースの閾値を検討するオプションを含む）

排出上限（キャップ）：産業セクターからボトムアップ方式で収集した実排出量データに基づいて設定
し、線形削減係数を用いて調整する。
産業セクターの排出データ：産業省（MoI）の産業排出報告システム（Industrial Emission Reporting 
System）から取得する。
キャップの設定方法：排出上限は絶対量キャップとして設定され、産業セクターレベルで定められる。
線形削減係数は、脱炭素化ロードマップに示された目標およびシナリオ、ならびに国の気候目標を考慮
し、キャップの年間削減の基礎として用いられる。

Preliminary Recommendation on Industrial ETS

4. 排出枠の配分

排出枠の配分：ETSの初期段階では、オークションを行わず、無償配分とし、グランドファザリング
方式とベンチマーク方式を組み合わせて配分する。
配分量：総キャップの90％のみを排出枠として配分し、排出削減目標の達成を確保するためのバッ
ファとする。
調整措置：過剰配分やウィンドフォール・プロフィット（予期せぬ利益）を回避するため、実際の
生産量に基づいて配分を調整することが検討され得る。

*現時点の案であり今後更新の可能性あり
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